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研究要旨 
 
乳がん検診のモダリティとして、唯一死亡率減少効果の証明されているマンモグラフィであるが、乳房構成に
よって乳癌の検出率に差があり（マスキング効果）、また乳癌のリスクにも相違があることが指摘されている。 
しかし、この乳房構成の評価そのものに読影者間、読影者内でのばらつきがあることもわかっている。 
そこで、乳房構成の評価の再検討を行い、評価のばらつきをなるべく押さえるよう、検討した。現在新たな追
加評価についてその妥当性を検証中である。 
 
 
 
 
 
Ａ．研究目的 
マンモグラフィにおける乳房構成の実態を調査し、
詳細な定義づけを行うことによって、評価のばら
つきを少なくすることを目的とする。 
 
Ｂ．研究方法 
マンモグラフィの乳房構成は、脂肪性、乳腺散在、
不均一高濃度、極めて高濃度の４つに分類される。
乳がん検診の精度管理を行っている日本乳がん検
診精度管理中央機構教育研修委員と、当研究班の
班員で、現在のこの4つの乳房構成評価のばらつき
についての現時点での問題点を洗い出し、新たな
定義の詳細を作成した。さらにこの方法を用いて
マンモグラフィの乳房構成を評価して、妥当性を
確認する。 
 
（倫理面への配慮） 
「ヘルシンキ宣言」「人を対象とする医学研究に
関する倫理指針」を遵守して人権擁護に配慮する。
なお、本研究は既存資料を用いた観察研究のため、
対象となる個人に直接的な介入はなく、個人の人
権は擁護されると考える。 
本研究は以下の理由より、倫理指針のインフォー
ムド・コンセントの手続き等を簡略化できる研究
に該当する。 

① 通常の医療から外れて人体から採取された
試料等を用いず、研究の実施に侵襲を伴わな
い 

② インフォームド・コンセントの簡略化が研
究対象者の不利益とはならない。 

③ インフォームド・コンセントの簡略化をし
なければ研究の実施が困難である。 

④ 当該研究の実施について、倫理指針で規定
されている事項を研究対象者等に公開している。 

⑤ 不参加表明書を提供した患者、及び、当該

研究への協力を拒否した患者のデータを除く。 
学会、論文等外部に発表する際は個人が特定され
ないよう個人情報を削除する。また解析の段階で
パソコンを使用する際には研究者本人のみがアク
セスできるようパスワードの管理を徹底する。な
お、やむをえずパソコンを外部に持ち出す場合に
は、盗難・情報の漏洩に十分注意し、氏名、患者
番号など個人を特定できる情報を切り離した状態
で管理する。      
 
 
Ｃ．研究結果 
 マンモグラフィ読影のエキスパートである、日
本乳がん検診精度管理中央機構教育研修委員と、
当研究班の班員により協議を行い、乳房構成の再
定義（定義の詳細の追加）を決定した。以下の評
価方法に記載する。 
  
 
評価方法 
A．MLO 撮影で判定するが、CC 撮影も参照す
る 
B. 乳腺実質の表面のラインと大胸筋前縁、画像
の辺縁で囲まれた領域を評価対象とする。 
C. その中で大胸筋と同等かそれ以上の濃度を
有する部分の面積の総和が 
 ①10％未満：脂肪性 
 ②10%以上 50％未満：乳腺散在 
 ③50％以上 80％未満：不均一高濃度 
④80％以上：極めて高濃度   とする。 
 

D. 迷った場合は評価対象としたMLO撮影の圧
迫乳房厚30mmを目安とし、それより薄い乳房で
は、“脂肪性”よりに分類する。 
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 ＊１ 脂肪が少ない薄い乳房では、高濃度よ
りに分類される傾向にある。 
＊２ 不均一高濃度あるいは極めて高濃度と分
類された乳房でも、圧迫乳房厚が 30mm 未満の
場合、乳癌の検出率は低くないという報告があ
る。 
 
上記評価方法に基づき、現在、その妥当性を 
検証中である。 
 
Ｄ．考察 
 
現時点での乳房構成の評価方法をより詳細なもの
にすることで、読影者間、読影者内のばらつきを少
なくすることができる可能性がある。 
一方で、どのような定義を用いたとしても、マンモ
グラフィの読影者での完全一致をみることは困難
であり、乳房構成の評価そのものに限界があること
も情報として認識する必要があると考えられた。 
 
Ｅ．結論 
  
乳房構成の定義づけを再評価し、見直しを行った。
見直し案について現在検証中である。 
 
 
Ｆ．健康危険情報 
   
とくに該当しない。 
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Ｈ．知的財産権の出願・登録状況 
  （予定を含む。） 
 
特になし 
 
 1. 特許取得 
  
 
 2. 実用新案登録 
  
 
 3.その他 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                       


